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が
「
保
証
に
頼
ら
な
い
融
資
」
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
、
「
信
用
保
証
の
利
用

]〗／こ
と
だ
と
誤
解
す
る
向
き
が
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
誤
解
を
解
き
、

制
度
改
革
の
意
図
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

合
は
信
用
保
証
制
度
を
活
用
し
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
支
援
を

一

せ
る
こ
と
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

中
小
企
業
金
融
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
信
用
補
完
・
保
証
制
度
が

2
0
1

7
年
6
月
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、

2
0
1
8
年

4
月
か
ら
大
き
く
変
わ
る
。
一
方
で
、

2
0
1

4
年
3
月
末
か
ら

2
0
1
7
年
3
月
に
か
け
て

信
用
保
証
債
務
残
高
は
、

2
9
.
7
兆
円
か
ら

23.

9
兆
円
に
ほ
ぽ

20
％
減
少
し
て
お
り
、
信
用
保

証
離
れ
が
進
ん
で
い
る
。
信
用
組
合
の
場
合
、

信
用
保
証
債
務
残
高
の
減
少
率
は

1
3
.
2
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
都
市
銀
行
や
地
方
銀
行

の
減
少
率
は
そ
れ
ぞ
れ

2
6
.
6
%
、
2
3
.
1
%

と
非
常
に
大
き
い
。
こ
う
し
た
大
手
金
融
機
関

の
動
向
や
、
金
融
庁
が
「
保
証
」
に
頼
ら
な
い

融
資
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
信
用

保
証
の
利
用
を
減
ら
す
こ
と
を
目
指
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
誤
解
し
て
い
る
信
用
組
合
関
係

者
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。

本
稿
は
、
信
用
保
証
の
利
用
に
対
す
る
誤
解

を
解
き
、
今
般
の
信
用
保
証
制
度
改
革
の
意
図

を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
新
し
い
信
用
保
証
制
度
を
適
切
に
活

用
し
て
、
信
用
組
合
は
中
小
・
小
規
模
事
業
者

の
支
援
を
一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

今
回
の
制
度
改
正
の
意
味
を
説
明
す
る
前

に
、
信
用
組
合
の
信
用
保
証
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

表
ー
に
は
、
各
金
融
業
態
別
の
信
用
保
証
の

利
用
状
況
を
ま
と
め
て
い
る
。
信
用
保
証
を
最

も
活
用
し
て
い
る
の
は
、
金
額
で
み
れ
ば
、
地

方
銀
行
、
信
用
金
庫
の
順
で
あ
る
が
、
貸
出
残

高
に
対
す
る
保
証
債
務
残
高
の
割
合
（
表
で
は
、

保
証
利
用
率
）
を
み
る
と
、
信
用
金
庫
が

10.

8
％
で
最
も
高
く
、
次
に
信
用
組
合
が

7
.
8

％
で
続
い
て
い
る
。
信
用
組
合
に
と
っ
て
、
信

用
保
証
の
利
用
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

さ
ら
に
詳
し
く
、
各
信
用
組
合
の
利
用
状
況

を
調
べ
て
み
る
と
、
信
用
組
合
ご
と
に
利
用
状

況
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
表
2
に
示
し
た
よ

う
に
、
保
証
利
用
率

(11
保
証
債
務
残
高
／
貸

出
残
高
）
が

20
％
以
上
の
信
用
組
合
が

6
組
合

あ
る
一
方
で
、

5
％
未
満
の
組
合
が

44
組
合
、

全
く
利
用
し
て
い
な
い
組
合
が

34
組
合
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
保
証
残
高
の
あ
る

1
1
7
組
合
に

関
し
て
、

1
件
当
た
り
の
保
証
債
務
残
高
を
計

算
し
て
み
た
と
こ
ろ

5
4
7
万
円
で
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
、
こ
の
数
値
は
、
都
市
銀
行
が

1
3

0
9
万
円
、
地
方
銀
行
が

9
9
7
万
円
、
第
二

地
方
銀
行
が

8
9
2
万
円
、
信
用
金
庫
が

6
6

8
万
円
で
あ
っ
た
。
な
お
、

1
件
当
た
り
の
保

証
債
務
残
高
が

1
0
0
0
万
円
を
超
え
て
い
る

の
は
、
件
数
が

20
件
以
上
あ
る
信
用
組
合
に
限

る
と
わ
ず
か

2
組
合
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
信
用
組
合
が
全
体
と
し
て

補
完
制
腹
の
活
川
に
よ
り

業
者
支
援
を

神戸大学経済経営研究所
教授

家森信善
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衡しい信用補完制度の
あらまし

表1 各金融業態の信用保証の利用状況 (2017年3月末）

大手銀行 地方銀行 第二地方銀行 信用金庫 信用組合

貸出残高（億円）（A) 2,530,404 1,925,353 507,988 691,675 1OO,382 

同シェア 43. 9% 33.4% 8.8% 12. 0% 1.8% 

保証債務残高（億円）（B) 35,383 83,467 34,632 74,877 8,259 

同シェア 14.8% 35.0% 14. 5% 31. 4% 3. 5% 

保証利用率(B/A) 1.4% 4.3% 6.8% 10.8% 7.8% 

注l 大手銀行は、地方銀行と第二地方銀行を除く銀行（都市銀行、信託銀行など）。

注2 貸出残高は、日本銀行および全国信用組合中央協会の統計に基づく。

注3 保証債務残高は、中小企業庁が公表している「金融機関別の保証債務残高」（平成29年

5月31日公表）に基づいて、業態ごとに著者が集計した。シェアについては、表の 4業

態についてのシェアである（農協などの利用分を考慮していない）。

表2 信用組合の保証利用率の分布

20％以上 15％以上 10％以上 5％以上 0％超 利用なし 合計

6組合 13組合 29組合 25組合 44組合 34組合 151組合

注 保証債務残高は、中小企業庁が公表している「金融機関別の保証債務残高」（平成29年5

月31日公表）を、貸出残高は、「平成28年度 全国信用組合財務諸表」（金融図書コンサル

タント社）を、それぞれ使って著者が計算。

み
て
信
用
保
証
に
過
度
に
依
存
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
し
、
利
用
し
て
い
る
信
用
組
合
で
は

小
規
模
企
業
の
支
援
の
た
め
に
利
用
し
て
い
る

の
が
実
態
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

今
回
の
法
改
正
の
直
接
的
な
契
機
に
な
っ
た

の
は
、
「
日
本
再
興
戦
略
2
0
1
5
」

(
2
0
1

5
年
6
月
30
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
金
融

機
関
が
経
営
改
善
や
生
産
性
向
上
等
の
支
援
に

一
層
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
促
す
た
め
、
信

用
保
証
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
」

と
定
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
本
問
題
を
検
討
す
る
た
め
に
、

2
0
1
5

年
11
月
に
中
小
企
業
庁
・
中
小
企
業
政
策
審
議

会
に
金
融
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
金
融
W
G
)

が
設
置
さ
れ
、
筆
者
も
委
員
と
し
て
加
わ
っ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
経
緯
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
今
回
の
制

度
改
正
の
最
も
大
き
な
目
的
は
、
ど
の
よ
う
に

信
用
保
証
制
度
を
設
計
す
れ
ば
金
融
機
関
か
ら

支
援
意
欲
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
と
い

う
点
に
あ
っ
た
。
金
融
W
G
は、

1
年
を
超
え

る
議
論
の
末
に
、

2
0
1
6
年
12
月
に
報
告
書

「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
事
業
の
発
展
を

支
え
る
持
続
可
能
な
信
用
補
完
制
度
の
確
立
に

向
け
て
」
を
取
り
ま
と
め
、
そ
れ
に
沿
っ
た
「
中

小
企
業
の
経
営
の
改
善
発
達
を
促
進
す
る
た
め

の
中
小
企
業
信
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す

9 しK<ilf.2018. 4 



る
法
律
案
」
が
国
会
に
提
出
さ
れ
、

2
0
1
7

年
6
月
に
成
立
し
た
。

今
回
の
法
改
正
の
概
要
は
表

3
に
示
し
た
と

お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
本
稿
で
は
、
信

用
組
合
に
と
っ
て
重
要
な
論
点
を
ま
と
め
て
お

き
た
い
。

第

1
に
、
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
の
リ

ス
ク
分
担
の
あ
り
方
を
見
直
し
て
、
原
則
と
し

て
金
融
機
関
に
保
証
の
付
か
な
い
プ
ロ
パ
ー
融

資
を
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
、
金
融

W
G
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
基
づ
い

て
、
部
分
保
証
（
責
任
共
有
制
度
）
で
は
金
融

機
関
の
現
場
で
の
支
援
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は

あ
ま
り
高
ま
ら
ず
、
プ
ロ
パ
ー
融
資
の
有
無
が

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
け
に
は
重
要
で
あ
る
と
の

判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
新

し
い
信
用
保
証
制
度
の
下
で
、
各
地
の
信
用
保

証
協
会
は
、
保
証
先
企
業
に
つ
い
て
民
間
金
融

機
関
が
ど
の
程
度
の
プ
ロ
パ
ー
融
資
を
行
っ
て

い
る
の
か
を
把
握
し
て
、
保
証
の
承
諾
を
行
う

こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
機
械
的
に
プ
ロ
パ
ー
融
資
を
何
％

確
保
す
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
ル
ー
ル
は
設
け

て
い
な
い
こ
と
に
注
意
し
て
ほ
し
い
。
た
と
え

ば
、
中
小
企
業
庁
お
よ
び
金
融
庁
が
定
め
た
新

し
い
「
信
用
保
証
協
会
向
け
の
総
合
的
な
監
督

指
針
」

(
2
0
1
8
年
4
月
か
ら
適
用
）
で
は
、

「
中
小
企
業
者
が
創
業
期
で
あ
る
こ
と
や
事
業

規
模
が
小
さ
い
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
著
し
く

信
用
力
に
乏
し
い
場
合
、
危
機
等
の
突
発
的
事

表3 中小企業の経営の改善発達を促進するための中小企業信用保険法等の一部を改正する法律 (2017年6

月成立）の概要

1. 中小企業の多様な資金需要に対するきめ細かな対応

(1) 危機関連保証の創設

大規模な経済危機等への新たなセーフティネットとして、危機関連保証を創設

小規模事業者への支援拡充

小口零細企業保証の枠の拡大 (1250万円→2000万円） （100％保証を維持）

創業関連保証の拡充【産業競争力強化法改正】

創業関連保証の枠を拡充 (1000万円→2000万円） （100％保証を維持）

特定経営承継関連保証の創設

中小企業の代表者個人が承継時に必要とする資金を保証の対象に

経営改善・事業再生の促進、再チャレンジ支援等

保証メニューの充実、経営者保証ガイドラインの運用見直し

円滑な撤退支援のための保証メニューの創設

信用保証協会における出資ファンドの対象拡大

再生ファンド以外のファンドに対しても出資可能に

2.信用保証協会と金融機関とが連携した支援

(1) 信用保証協会と金融機関の連携

プロパー融資（信用保証なしの融資）と信用保証付き融資の適切な組み合わせ

信用保証協会における経営支援

中小企業に対する経営支援業務を信用保証協会の業務として法律上に明記

セーフティネット保証5号の保証割合の引下げ

不況業種を対象としたセーフティネット保証5号の保証割合の変更 (100％→

80%) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

⑲

⑦

 

(2) 

(3) 

（注）中小企業庁のHP資料より、著者が作成。
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衡しい信用補完制痩の
あらまし

態
の
発
生
に
よ
り
中
小
企
業
者
が
信
用
保
証
協

会
に
よ
る
保
証
が
な
け
れ
ば
必
要
十
分
な
資
金

調
達
を
行
え
な
い
と
考
え
る
場
合
に
お
い
て

は
、
信
用
保
証
協
会
は
画
一
的
に
プ
ロ
パ
ー
融

資
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
中
小
企
業

者
の
実
態
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る

か
。
」
と
い
う
観
点
で
、
監
督
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

民
間
金
融
機
関
と
信
用
保
証
協
会
の
リ
ス
ク

分
担
を
導
入
し
た
新
し
い
制
度
の
下
で
は
、
プ

ロ
パ
ー
融
資
の
確
保
は
金
融
機
関
の
支
援
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
増
や
す
た
め
の
手
段
で
あ

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
プ
ロ
パ
ー
融
資
の
確

保
が
難
し
い
状
況
の
企
業
に
対
し
て
、
金
融
機

関
か
ら
の
支
援
が
継
続
す
る
こ
と
を
前
提
に
し

て
で
は
あ
る
が
、
プ
ロ
パ
ー
融
資
が
な
く
て
も

信
用
保
証
を
使
っ
た
資
金
提
供
が
可
能
な
の
で

あ
る
。
こ
の
点
は
、
特
に
融
資
の
現
場
に
お
い

て
、
プ
ロ
パ
ー
融
資
が
出
せ
な
い
先
に
は
保
証

も
利
用
で
き
な
い
と
い
っ
た
誤
解
が
生
ま
れ
な

い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

た
だ
し
、
他
の
金
融
機
関
に
比
べ
て
著
し
く

信
用
保
証
へ
の
依
存
度
が
高
い
こ
と
自
体
は
必

ず
し
も
問
題
で
は
な
い
が
、
依
存
度
の
高
さ
が

適
切
な
利
用
の
結
果
で
あ
る
こ
と
（
端
的
に
は
、

十
分
な
経
営
支
援
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
）
を
積
極
的
に
示
す
努
力
が
、
利
用
金
融
機

関
に
求
め
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

第

2
に
、
小
規
模
事
業
者
向
け

1
0
0
％
保

証
（
つ
ま
り
、
責
任
共
有
の
対
象
外
）
の
限
度

額
を
、
こ
れ
ま
で
の

1
2
5
0
万
円
か
ら

2
0

0
0
万
円
に
拡
充
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
信
用

組
合
の
取
引
相
手
の
大
半
は
小
規
模
事
業
者
で

あ
る
の
で
、
こ
の
枠
の
拡
充
は
信
用
組
合
に

と
っ
て
信
用
保
証
の
利
用
可
能
性
が
拡
大
す
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
一
っ
注
意
し
て
お
き
た
い
点
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
金
融

W
G報
告
書
で
は
「
小
規

模
事
業
者
は
経
営
が
急
変
す
る
場
合
が
少
な
く

な
い
が
、
こ
う
し
た
場
合
に
も
新
規
資
金
の
調

達
を
容
易
と
し
経
営
の
立
て
直
し
を
可
能
と
す

る
べ
く
、
そ
の
資
金
需
要
の
実
態
を
踏
ま
え
」
、

こ
の
拡
充
を
提
案
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
中
小
企
業
の
経
営
改
善
に
つ
な
げ
る
た

め
に
こ
の
拡
充
枠
を
利
用
す
べ
き
だ
と
い
う
こ

と
を
融
資
現
場
の
方
に
忘
れ
な
い
で
い
た
だ
き

た
い
。第

3
に
、
信
用
保
証
協
会
の
新
し
い
業
務
と

し
て
、
保
証
先
企
業
に
対
す
る
経
営
支
援
が
追

加
さ
れ
た
。
す
で
に
、
信
用
保
証
協
会
は
、
各

地
の
中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
営

や
、
多
数
の
金
融
機
関
の
調
整
を
行
う
経
営
サ

ポ
ー
ト
会
議
の
事
務
局
機
能
等
を
担
っ
て
い
る

が
、
今
後
、
金
融
機
関
と
信
用
保
証
協
会
が
連

携
し
た
企
業
支
援
の
取
組
み
の
強
化
が
強
く
期

待
さ
れ
て
い
る
。
信
用
組
合
と
し
て
は
、
取
引

先
企
業
の
経
営
改
善
に
お
い
て
信
用
保
証
協
会

を
積
極
的
に
巻
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
支
援
が
や
り
や
す
く
な
る
は

ず
で
あ
る
。
実
際
、
一
部
の
信
用
組
合
は
、
信

用
保
証
協
会
と
「
業
務
連
携
・
協
力
に
関
す
る

覚
書
」
な
ど
を
締
結
し
て
、
協
力
関
係
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
う
し
た
動
き
が
広
が

る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

第

4
に
、
創
業
期
と
再
生
期
の
企
業
に
対
す

る
信
用
保
証
を
使
っ
た
支
援
を
強
化
す
る
こ
と

（
保
証
枠
の
拡
大
や
新
し
い
保
証
メ
ニ
ュ
ー
の

創
設
な
ど
）
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
、
創
業
企
業

に
対
す
る
融
資
は
リ
ス
ク
評
価
が
難
し
く
て
対

応
が
困
難
な
場
合
も
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
信
用
組
合
に
お
い
て
も
創
業
保
証
を
適
切

に
活
用
し
て
、
創
業
企
業
へ
の
支
援
に
取
り
組

む
環
境
が
整
っ
て
き
て
い
る
。
実
際
、
表

4
に

示
し
た
「
新
規
融
資
の
促
進
に
あ
た
り
、
今
後

積
極
的
に
利
用
を
見
込
む
信
用
保
証
制
度
」
を

尋
ね
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、

信
用
組
合
に
お
い
て
も
、
創
業
関
連
保
証
な
ど

起
業
・
創
業
に
関
す
る
保
証
制
度
が
筆
頭
に
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。
信
用
組
合
は
、
規
模
の
小
さ

な
企
業
を
得
意
先
と
し
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、

創
業
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
可
能
な
は
ず
で

あ
る
の
で
、
こ
の
分
野
で
の
貢
献
に
期
待
し
た

'ヽ

0

L
v
 
そ
の
際
に
、
現
場
の
皆
さ
ん
に
注
意
し
て
お

き
た
い
の
は
、
目
先
の
融
資
額
を
増
や
す
よ
り

も
、
顧
客
の
立
場
に
立
っ
て
保
証
利
用
の
提
案

を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
創
業
希
望
者
が
過
度
に
楽

観
的
な
起
業
計
画
を
策
定
し
て
い
る
場
合
、
そ

の
ま
ま
保
証
付
き
融
資
を
実
施
す
れ
ば
大
き
な
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融
資
が
で
き
る
と
し
て
も
、
信
用
組
合
の
職
員

は
、
借
入
を
減
ら
し
て
成
功
の
確
率
を
高
め
る

よ
う
な
助
言
を
す
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
う
し
た
「
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
」

の
姿
勢
は
長
期
的
に
見
れ
ば
必
ず
信
用
組
合
の

表4 新規融資の促進にあたり、今後積極的に利用を見込む信用保証制度

1位 2位 3位

地方銀行
創業関連保証 小口零細企業保証 協調保証

(70. 2%) (47. 4%) (31. 6%) 

第二地銀
創業関連保証 協調保証 小口零細企業保証

(75. 7%) (51. 4%) (37. 8%) 

信用金庫
創業関連保証 小口零細企業保証 協調保証

(65. 0%) (58. 1%) (45. 3%) 

信用組合
創業関連保証 小口零細企業保証 借換保証

(72. 7%) (68. 2%) (27. 3%) 

出所）日本政策金融公庫「信用保証に関する金融機関アンケート調査結果

の概要 (2017年度上期調査）」（2017年6月29日）。

た
め
に
も
な
る
は
ず
で
あ
る
。

第
5
に
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
保
証

の
利
用
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
金
融

W
G
報
告
書
で
は
、
「
成
長
と
と
も
に
一
定
程

度
の
プ
ロ
パ
ー
融
資
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り

信
用
保
証
へ
の
依
存
度
を
下
げ
て
（
最
終
的
に

は
信
用
保
証
か
ら
の
卒
業
を
目
指
す
こ
と
が
望

ま
し
い
）
」
と
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
実

際
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
最
近
、
都
市
銀

行
や
地
方
銀
行
は
信
用
保
証
の
利
用
を
極
端
に

減
ら
し
て
い
る
が
、
彼
ら
の
顧
客
は
ま
さ
に

「
信
用
保
証
を
卒
業
す
べ
き
」
企
業
で
あ
っ
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
れ
と
同
じ
こ
と
を
信
用
組
合
が
ま
ね
を
す
る

必
要
は
全
く
な
い
。
信
用
組
合
の
顧
客
の
状
況

は
都
市
銀
行
等
の
顧
客
の
状
況
と
は
異
な
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
卒
業
」
さ
せ
る
べ
き
企
業

に
つ
い
て
は
そ
う
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
う
で

な
い
企
業
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
信
用
保
証
を

使
っ
た
支
援
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

第

6
に
、
構
造
不
況
業
種
向
け
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証

(
5
号
）
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の

1
0
0
％
保
証
か
ら
、
他
の
制
度
と
同

じ

80
％
保
証
に
変
更
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

れ
は
保
証
制
度
の
役
割
を
減
ら
す
こ
と
が
目
的

で
は
な
く
、
金
融
機
関
の
支
援
を
引
き
出
す
仕

組
み
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
構
造
不
況
業
種
の
企
業
を
支
援

し
て
経
営
改
善
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
信
用
組

合
に
対
し
て
今
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
。

2
0
1
5
年

9
月
に
公
表
さ
れ
た
『
平
成

27

事
務
年
度
金
融
行
政
方
針
』
で
は
、
「
担
保
・

保
証
に
依
存
す
る
融
資
姿
勢
を
改
め
、
取
引
先

企
業
の
事
業
の
内
容
や
成
長
可
能
性
等
を
適
切

に
評
価
（
事
業
性
評
価
）
」
す
る
こ
と
を
地
域
金

融
機
関
に
期
待
す
る
旨
が
表
明
さ
れ
た
。
ま

た
、
金
融
庁
が

2
0
1
6
年

9
月
に
公
表
し
た

「
金
融
仲
介
機
能
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」
の
共
通
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
に
は
、
「
担
保
・
保
証
依
存
の
融
資

姿
勢
か
ら
の
転
換
」
が
含
ま
れ
た
。
こ
う
し
た

こ
と
が
あ
っ
て
、
信
用
保
証
の
利
用
を
金
融
庁

が
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
と
い
っ
た
印
象
を
一

部
の
関
係
者
に
与
え
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
金
融
庁
の
真
意
は
、
『
平
成

28
事
務

年
度
金
融
行
政
方
針
」
に
お
い
て
、
「
担
保
・

保
証
に
過
度
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
」
と
、
「
過

度
に
」
と
い
う
言
葉
が
挿
入
さ
れ
た
こ
と
に
表

れ
て
い
る
（
注
）
。
つ
ま
り
、
上
述
し
た
信
用
保

証
制
度
の
改
革
の
出
発
点
に
な
っ
た
「
日
本
再

興
ハ
戦
略

2
0
1
5
」
の
問
題
意
識
と
同
様
で
、

金
融
庁
は
、
金
融
機
関
が
信
用
保
証
に
頼
り

切
っ
て
し
ま
い
顧
客
の
事
業
性
を
十
分
に
理
解

し
な
い
で
融
資
を
し
た
り
、
信
用
保
証
が
利
用

で
き
な
い
と
ろ
く
に
審
査
も
せ
ず
に
融
資
を
実

行
し
な
い
と
い
っ
た
姿
勢
を
問
題
に
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

「
金
融
仲
介
機
能
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」
の
共
通
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衝しい信用補完制痩の
あらまし

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
つ
い
て
も
、
「
担
保
・
保
証
依

存
の
融
資
姿
勢
か
ら
の
転
換
」
の
具
体
的
な
指

標
が
、
「
事
業
性
評
価
に
基
づ
く
融
資
を
行
っ

て
い
る
」
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
ほ
し
い
。

事
業
性
評
価
と
は
「
取
引
先
企
業
の
事
業
の
内

容
や
成
長
可
能
性
等
を
適
切
に
評
価
」
す
る
こ

と
で
あ
り
、
信
用
保
証
の
利
用
の
有
無
と
は
別

次
元
の
話
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
取
引
先
の
事

業
性
を
十
分
に
評
価
し
た
結
果
、
十
分
に
事
業

性
は
あ
る
も
の
の
、
自
組
合
だ
け
で
は
リ
ス
ク

が
取
り
き
れ
ず
、
保
証
付
き
融
資
を
使
う
こ
と

に
よ
っ
て
保
証
協
会
と
リ
ス
ク
を
分
担
す
れ
ば

支
援
す
る
こ
と
が
可
能
な
先
が
あ
っ
た
と
し
よ

う
。
そ
う
し
た
判
断
に
基
づ
い
て
保
証
付
き
融

資
を
実
施
し
た
当
該
先
は
、
事
業
性
評
価
に
基

づ
く
融
資
先
な
の
で
あ
る
。
逆
に
、
信
用
保
証

の
利
用
を
頭
か
ら
否
定
し
て
し
ま
っ
て
、
支
援

し
な
か
っ
た
場
合
は
、
「
日
本
型
金
融
排
除
」
の

典
型
例
と
な
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
選
択
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
は
、
「
中
小
企

業
向
け
融
資
の
う
ち
、
信
用
保
証
協
会
保
証
付

き
融
資
額
の
割
合
」
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
選
ん
だ
場
合
、
保
証
付

き
融
資
を
減
ら
す
こ
と
が
目
的
に
な
る
の
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
事
業
性
評
価
を
現
場
が
サ
ボ

る
た
め
に
信
用
保
証
を
利
用
し
て
き
た
金
融
機

関
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
現
場
の
信
用
保
証
依

存
症
を
改
善
し
て
、
事
業
性
評
価
の
姿
勢
へ
転

換
さ
せ
る
た
め
に
、
金
融
機
関
経
営
者
は
こ
の

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
採
用
す
る
べ
き
で
あ
る
。
一

信
用
組
合
の
課
題
は
、
顧
客
で
あ
る
小
規
模

事
業
者
と
の
共
通
価
値
の
創
造
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
提

供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
信
用
保
証

の
利
用
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
―
つ
の
手
法
で
あ

り
、
顧
客
に
と
っ
て
そ
れ
が
最
も
適
切
な
場
合

に
は
、
躊
躇
な
く
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
は
、
新
し
い
信
用
保
証
制
度
の
趣
旨
に

沿
っ
て
い
る
し
、
金
融
行
政
の
ス
タ
ン
ス
と
も

方
で
、
多
く
の
信
用
組
合
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
事
業
性
評
価
を
行
い
な
が
ら
、
支
援
を
充

実
さ
せ
る
た
め
に
信
用
保
証
を
利
用
し
て
き
た

場
合
に
は
、
こ
の
選
択
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
選
ぶ

べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
静
岡
銀
行
の
「
金
融
仲
介
の
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
」

(
2
0
1
7
年
7
月
31
日
公
表
）

で
は
、
「
不
動
産
担
保
・
個
人
保
証
に
過
度
に
依

存
し
な
い
融
資
の
徹
底
」
と
い
う
形
で
（
信
用

保
証
協
会
に
よ
る
信
用
保
証
を
除
外
し
た
形

で
）
目
標
を
整
理
し
て
お
り
、
し
か
も
、
評
価

項
目
の
中
に
は
、
「
信
用
保
証
協
会
を
有
効
に

活
用
し
…
…
創
業
保
証
や
、
…
…
保
証
の
利
用

に
よ
る
条
件
変
更
先
へ
の
資
金
繰
り
支
援
な

ど
、
中
小
企
業
の
多
様
な
資
金
ニ
ー
ズ
に
幅
広

く
対
応
」
し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
静
岡
銀
行
の
例
の
よ
う
に
、
信
用
保
証
を
積

極
的
に
企
業
支
援
に
利
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

矛
盾
し
て
い
な
い
。

現
場
の
職
員
の
方
に
は
、
資
金
の
提
供
は
依

然
と
し
て
重
要
で
あ
る
が
、
顧
客
の
価
値
を
高

め
る
こ
と
に
つ
な
げ
な
け
れ
ば
、
信
用
組
合
に

と
っ
て
持
続
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
、
保
証
付
き
融
資

を
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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